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去

る
、
六
月
二

十
七
日
佐
井
中
学
校

グ
ラ
ン
ド
に
お

い
て
、
第
十
一
回
身
体

障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し

た
。
あ
い
に
く
の
空
模
様
で
、
午
前
中
の

競
技
を
行
っ
た
だ
け
で
閉
会
さ
れ
ま
し

た
が
、
当
村
選
手
団
は
、
見
事
総
合
優

勝
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

尚
、
種
目
別
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。
大
変
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

競
走
の
部

百
メ
ー
ト
ル

第
一
位

寺
嶋

清
隆

ク

宮
野

政
治

ク

東
出

ミ
ッ

第
二
位

横
浜

勝
雄

跳
躍
の
部

立
巾
跳第
一
位

樋
口

玉
一

藤
田

貞
雄

走
巾
跳第
一
位

山
本

長
五
郎

投
て
き
の
部

砲
丸
投第
一
位

奥
本

悛
典

第
二
位

田
名
部

長
次
郎

槍
正
確
投
第
一
位

宮
沢

岩
五
郎

第
一
位

若
山

桂
子

第
二
位

東
出

正
義

々

内
藤

栄

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

第
一
位

板
井

藤
太
郎

”

奥
本

房
雄

ク

山
田

作
太
郎

第
二
位

草
薙

茂
夫

ク

東
出

き
み
子

（
障
害
区
分
に
よ
る
順
位
で
す
）

選手団入場行進

姉
妹
町
村
南
茅
部
町

老
人
ク
ラ
ブ
来
村

去
る
、
六
月
二
十
四
日
、
南
茅
部
町

老
人
ク
ラ
ブ
が
（
会
長

西
谷
定
二
）

来
村
し
、
初
め
て
本
村
老
人
ク
ラ
ブ
寿

会
と
「
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
」
に
つ
い

て
意
見
交
換
等
を
行
い
、
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
南
茅
部
町
と
の
交
流

が
深
ま
る
よ
う
念
願
し
ま
す
。



シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は

あ
な
た
を
守
る
命
綱

佐

井

村

で

は

、

只

今

交

通

事

故

死

ゼ

ロ

の

日

が

昨

年

の

十

二

月

に

、

三

、

五

〇

〇

日

を

達

成

し

ま

し

た

。

八
月
一
日
～
八
月
三
十
一
日
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
運
動
」

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
に
協
力
を

交
通
事
故
を
防
止
す
る
に
は
、
村
民

一
人
ひ
と
り
の
交
通
安
全
運
動
が
大
事

で
あ
り
、
特
に
運
転
車
の
方
々
に
お
願

い
し
た
い
こ
と
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

着
用
で
す
。

自
分
が
ど
ん
な
に
安
全
運
転
を
し
て

い
る
つ
も
り
で
も
い
つ
追
突
さ
れ
た
り

対
向
車
に
ぶ
つ
か
っ
て
こ
ら
れ
た
り
す

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
、
ち

ょ
っ
と
し
た
自
分
の
不
注
意
で
事
故
を

起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
勿
論
、
車
に
乗
っ

て
い
る
人
は
、
だ
れ
で
も
、
交
通
事
故

の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
も
し
事
故
が
起

き
た
と
き
、
我
身
を
守
っ
て
く
れ
る
の

は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
で
す
。

あ
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
調
査
に
よ

れ
ば
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
な
い

ド
ラ
イ
バ
ー
の
死
亡
事
故
は
、
二
〇
キ

ロ
と
い
う
自
転
車
な
み
の
速
度
で
も
起

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
衝
突
し
た
と
き
の
衝
撃
が
い

か
に
大
き
い
か
と
い
う
こ
と
と
同
時
に

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
効
果
も
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
実
際
、
県
内
で
も
速
度
八

○
キ
ロ
で
立
木
に
衝
突
し
た
が
車
は
大

破
し
た
も
の
の
運
転
者
が
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
け
て
い
た
た
め
、
二
週
間
の
軽

い
け
が
で
す
ん
だ
と
い
う
例
も
あ
り
ま

す
。こ
の
よ
う
に
効
果
の
あ
る
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
で
す
が
、
着
用
し
て
い
る
人
は
ほ

と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
シ

ー
ト

ベ
ル

ト

の
着
用
を
習
慣

づ
け

る
こ

と
に
よ
っ
て
、

交
通
事
故
に
よ

る
死
傷
者
を

無
く
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す

か
ら
ブ

ン
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
す

る
こ

と
に
御

協
力

を
お
願

い
い
た
し
ま
す

。

次
代
を

に
な
う
青

少
年

の
健
全
育
成

運
動
を
村
ぐ

る
み
で

実
践
し
定
着
さ
せ

る
た
め
、
四
月
一
日

よ
り
、
次

の
方
々

を
推
進
員

と
し

て
委
嘱

い
た
し

ま
し

た
。

推
進
員

の
任
務

は
、

青
少
年
の
健
全
な

育
成
の
た

め
に
、
①
地
域

の
い
ろ
い
ろ

な
活
動
を
推
進
し
、
村
民

運
動

の
実

践

活
動
を
行
う

。
②
関
係
団

体
（

学
校
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
町
内
会
、
部
落
会
等
）
と
連

携
を
と
り
合
い
、
協
力
で
き
る
体
制
づ

く
り
を
す
る
。
③
青
少
年
問
題
の
相
談

や
青
少
年
関
係
条
例
等
の
周
知
を
す
る

こ
と
。
④
そ
の
他
青
少
年
に
関
す
る
こ

と
。
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
地
域

で
の
さ
さ
い
な
事
で
も
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。

牛

滝

福

浦

長

後

磯

谷

天

越

川

目

原

田

大

佐

井

大

佐

井

古

佐

井

古

佐

井

担
当
地
区
名

野

村

義

勝

山

本

幸

治

大

石

光

明

新
田

好
右
衛
門

舘

脇

昌

子

工

藤

ア

サ

万

谷

雅

之

坪

谷

和

子

内

田

’
信

義

中

村

和

子

山

路

英

夫

氏

名

幸せは家族みんなの対話と協力から

第 三 日 曜 日 は

家 庭 の 日



（
第

二

回
）

佐
井
村
中
央
公
民
館
長
補
佐

大

石

健
次
郎

三

戸

家

の

文

書

三
戸

良
蔵
家
文

書
表
紙
書
き
に
、
「

弘
化
二
年

永
代
諸
用
控

巳
正

月
吉

日
」

。
裏
書
き
に
、
「
四

代
目
三

戸
長

左
衛
門
（

前
名

与
八

）
」

と
、
し
る
さ

れ
た

、
十
八
枚

綴
り
Ｉ

三

十
一
ペ
ー

ジ
の
文

書
が
あ
る
。

こ

れ
に
よ
る
と
、
三
戸

家
は
、
二

代

目
長

太
郎

、
三
代

目
長
左
衛
門
、
四

代

目
長
左
衛
門

、
五

代
目
長
太
郎
、
と
明

記

さ
れ
て
い
る
。

こ

の
な

か
に
、
天

保
十
一
年
七
月
二

十
八
日
（
一
八
四
〇

）
の
、
大
佐
井

七

十
軒
焼
失

の
大
火
災

の
状
況

を
の
べ
て

い
る
。
（
村

誌
上

巻
五
五
七

ぺ
上

ン
収

録

）今
ま
で
の
旧
家

の
文

書
は
、
そ
れ
な

り
に
価
値
は
認

め
る
が
、
佐
井
村

の
庶

民
性
と
生
活
の
資
料

と
し

て
は
、
何

か

不
足
の
部
分
が
多

い
。
こ

の
意
味

で
、

三

戸
文
書
の
記
述

は
、
庶
民

的
生
活

の

幅
が
あ
り
、
貴
重

な
も
の
で
あ
る
。

同

書
の
な
か
に
、
「

十
月
長
太
郎
父

箱
館
よ

り
帰
宅
に
付

き
」

…
…
と
あ
る

が
、
四
代
目
長
左
衛

門
の
こ
と
で
あ
ろ

う

。
こ

の
人

は
、
火

事
後

、
十
月
に
帰

村
し

、
金
拾
両
を
工
面
し

て
、
天

保
十

三

年
（
一
八
四
二

）
三
月

に
家
屋
を
新

築
し
て

い
る
。
四
代
目

は
、
函

館
に
滞

留
し
、
そ
こ

に
職
場
を

も
っ
て
い
た
ら

し

い
。

三

戸

文

書

の

米

艦

来

港

佐
井
に
黒
船
来
港
－

遊
女
お
玉
－

－

な

ど
の
記
述

に
、
利
用

さ
れ
た
原
本

は
、
四

代
目
の
署
名
入
り

、
「

永
代

諸

用
控
」

二

八
四

五

）
で

あ
る
。

次
に
、
ほ
ん
の
少
し
、

カ
ッ

ト
し

て

読
み
や
す
く
し
、
原
文
の
ま
ま

紹
介
し

て
み
た

い
。

『
嘉
永
七
寅
年
四

月
十
五
日

は

じ

め
て
ア
メ
リ
カ
船
三

艘
き
た
り

。

こ
の
と
き
は
じ
め
て
知

る
故

、
御
上

様
に
て
も
格
別

御
心
配

致
し

あ
そ
ば

さ
れ
、
御
百

姓
へ
御
仰
せ
渡
し

候
に
も
、

い
ま
だ
異
船
参
ら
ざ

る
な
り

。

さ
て
追
々
ア
メ
リ
カ
船
到
来

い
た
し

に
付

、
女
ど
も
は
、
在
方
知
り
合

い
有

り
し

候
も
の
は
、
其
方
ま
で
行
く

べ
し

。

ま
た
知
り
合

い
こ
れ
な
き
者
は
、
遠

き
山
へ
小
屋

を
か
け
、
引
越
し

べ
し

。

且

つ
ま
た
、
南
方
津
軽
ま
で
に
て
も

、

勝
手
を

も
っ
て
引
越
し
、
異
人
到
来
の

節
は

、
決

し
て
目
に
か
か
り
申

さ
ず
ｊ

ｌ

申

趣
き
、
重
々
き
つ
く
仰
渡
し
候
に

付
、そ

れ
ぞ
れ
在
方
知
り
合

い
の
方
へ

ゆ

き
、
或

い
は
奥
山
へ

小
屋
を
か
け
、
ま

た
は

向
地
へ

渡
海
す
る
も
あ
り
、

無
據
（

註
・

よ
ん
ど
こ
ろ
な
二

、

家
内
に
居
合

い
候
女
は
、
土
蔵
に
入
り
、

ま
た
は
穴
蔵

に
入

り
Ｉ

い
ろ
い
ろ
様

様
相
か
く
れ
、
中

に
も
困

る
者
は
、
菊

屋
方
売
女
な
り

。
皆
商
売
な
く
休
み
候

申
し

、
こ
と
の
外

心
配
の
由
、
承

り
申

し
候
。

異
人
到
来
上

陸
、
諸
々
徘
徊

い
た
し

候
え
ど
も
、
何
の
異
変
も
、
ま
た
女

に

行
合

い
候
で
も
、
別
条
も
こ
れ
な
く
申

し
、
追
々
女
人
も
町

に
出
て
見
物

い
た

そ
れ
よ
り
引
続
き
、
ア
メ
リ

カ
は
申

し
に
及
ば
ず
、
ヲ
ロ
シ

ヤ
、
イ
キ
リ
シ
、

フ
ラ
ン

ジ
諸
国

よ
り
船
々
追
々
年
々
切

間

な
く
Ｉ

次
第
に
心
安
か
と
相
成
り
。
』

以
上

が
、
佐
井
村

の
黒
船
騒
動
の
記

述

と
し

て
、
引
用

さ
れ
て
き
た
も
の
で

あ

る
。
昭
和
四

十
五

年
の
尻
岸
内
町
史

に
、
こ

の
原
本

の
写

真
（

黒
船
来
港
と
、

遊
女

お
玉

の
記
述

）
二

葉
が
掲
載

さ
れ

て

い
る
。

紹
介
者
は
、

奥
本

静
一

氏
で
、
同

氏

は
、
す
で

に
こ

の
頃

か
ら
、
「

こ
れ
は

函
館
の
こ
と
を
書
い
て
あ
る
の
だ
よ
」

と
話
し
て
お
ら
れ
た
。
さ
す
が
郷
土
史

の
先
覚
者
と
感
銘
し
て
い
る
。



応

募

要

領

い
ま

住

ん

で

い

る

こ

の
ま

ち
を

、

も

っ

と

住

み

よ

い
ま

ち

と

す

る

た

め

に

、

私

た

ち

は

何

を

し

た

ら

よ

い

の
で

し

ょ

う

か

。

住

ん

で

い
る

ま

ち

が
う

る

お

い

の

あ

る

住

み

よ

い
と

こ

ろ

に

な

っ

て
ほ

し

い

と

い

う

願

い
は

、

み

ん

な

の
願

い
で

す

。

「

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

づ

く
り

」

と

は

、

こ

の
願

い
を

実

現

す

る
た

め

に

、
私

た

ち
み

ん

な

が

力

を

合

わ

せ

て

、
住

み

よ

い

ま

ち

づ

く

り

を

す

す

め

て

い

く
活

動

の

こ

と

で

す

。

美

し

い
ま

ち

づ

く

り

、

み

ん

な

の
健

康

づ

く

り

、

交

通

事

故

や

防

火

・
防

犯

対

策

、
地

域

の

福

祉

、

省

エ

ネ

ル

ギ

ー

省

資

源

運

動

、

冬

の

除

排

雪

、

ス

ポ

ー

ツ

、

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

、

文

化

活

動

、

青

少

年

の
健

全

育

成

…

…

…

コ

ーヽヽ
ユ

ー一

テ

ィ

活

動

の
分

野

は

、

た

く

さ
ん

あ

り

ま

す

。

こ

れ
ら

の
課

題

に

向

か

っ

て

、

み

ん

な

の

知
恵

や
力

を
合

わ

せ

て

、

私

た

ち

ひ

と

り
ひ

と

り

が
積

極

的

に

取

組

ん

で

い
く

こ

と

、

そ

し

て

、

県

や

市

町

村

な

ど
の

行

政

主

体

と

、

信

頼

と

理

解

を

も

と
に
し
て
、
共
通
の
目
標

に
向
か
っ
て
、

そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
分
担
し

て
い
く
こ

と
。
こ
の
よ
う
な
努
力

に
よ

っ
て
、
私

た
ち
の
住
ん
で

い
る
地
域

が
真

に
う
る

お

い
の
あ

る
住
み
よ

い
地
域

に
な

っ
て

い
く
の
だ
と
思

い
ま
す

。

い
ま
こ
の
機
会
に
、
私
た
ち
の
住
ん

で
い
る
地
域
（
ま
ち
、
む
ら

）
を
見

つ

め
直
し
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
、

も
っ

と
住
み
よ
い
地
域
と
な

る
の

か
考
え

て

み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

。

Ｈ

テ

ー
マ
「

明
日
の
地
域
づ
く
り
を
考

え

る
」
（

題
は
自
由
）

題
名

例

「

明
る
く
ふ
れ
あ
い
の
あ

る
ま
ち

づ

く

り
」
「

ま
ち

づ
く
り

と
私
た
ち
の

役
割
」
「
ふ

る
さ
と
を
見
直
そ
う
」

…

…
…

な
ど
『
地
域

づ
く
り
』

の
視

点

に
立

っ
た
作
文

、
提
言
で
あ
れ
ば

自
由
で
す

。

口

応
募
資
格

県
内
在
住

の
中

学
生
、
高
校
生
及
び

一
般
（
大

学
生
含
む
）

白
原
稿
枚

数

四

百
字

詰
原
稿
用

紙
五

枚
程
度

四

応
募
方
法

作
文
、
提
言
の
ほ
か
、
次
の
事
項
を

原
稿
用
紙
の
末
尾
に
記
入
し
て
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

（
中
学
生
及
び
高
校
生
）

・
学
校
所
在
地

・
学
校
名

・
学
年

・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

・
性
別

二

般
）

・
住
所
（
電
話
番
号
）

・
氏
名
（
ふ
り
が
な

）

・
性
別

・
年
齢

・

職
業

㈲
あ
て
先

佐
井
村
企
画
室
（
電
話
ニ

ー

コ

㈹
募
集
／
切
日

昭
和
五
十
七
年
九
月
十
日

（
当
日
消
印
有
効

）

㈲
賞
及
び
賞
品
（
中
学
生
の
部
、
高
校

生
の
部
及
び
一
般
の
部
と
も

）

・

最
優
秀
賞
（
一
名

ブ
：
賞
状
、
盾
、

副
賞

・
優

秀
賞
（
二

名
）
・：
賞
状
、
盾
、
副

賞

・
入
選
（
若
干
名
）
…
賞
状
、
副
賞

匹
発

表

入
賞
発
表
は
、
十
月
上
旬
行
い
、

各
入
賞
者
へ
通
知
し
ま
す
。

㈹
表

彰

最
優
秀
賞
及
び
優
秀
賞
受
賞
者
は
、

青
森
県
庁
に
お
い
て
表
彰
し
ま
す
。

尚
そ
の
他

・
応
募
作
品
は
、
自
作
の
未
発
表
の
も

の
に
隕
り
ま
す
。

・
応
募
作
品
は
、
返
却
し
ま
せ
ん
。

・
入
賞
作
品
の
版
権
は
、
青
森
県
に
縉

属
し
ま
す
。

青
森
県
電
電
絵
画
、

作
文
募
集
の
お
知
ら
せ

電
電
公
社

で
は
、
本
年
十
月
、
三

十

周
年
を
迎
え

ま
す
が
、
こ
の
記
念
行
事

と
し

て
、
絵
画

、
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
を

実
施
し

ま
す
。

電
信
電

話
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、
ど

ん
な
絵
や
作
文

で
も
よ
い
で
す
か
ら
、

応
募
要
領

に
よ

り
ど
し
ど
し
お
送
り
下

さ
い
。

応

募

資

格

小
学

校
高

学
年

（
四

、
五

、
六
年

）

種

目

絵
画

の
部

Ａ
３
版

程
度
の
大
き
さ
に
水

彩
画

で

。

作
文
の
部

四
百
字

詰
原
稿

用
紙
三
枚

程
度

テ

ー
マ「
電
信
電
話

に
関
す
る
も
の
」

と

す

る
。

賞

絵
画
の
部

、
作
文

の
部
と
も
、
各

学
年
ご
と

に

最
優
秀
賞

一
名

優
秀
賞

二
名

佳

作

若
干
名

締
切
日昭
和
五
十
七
年
八
月
三
十
一
日

（
必
着

）

送
り
先大
間
電
報
電
話
局

問
い
合

わ
せ
先

青
森
電
気
通
信
部
電
電
絵
画
、
作

文
コ
ン

ク
ー
ル
事
務
局

電
話
（
○
一
七
七

）
七
四
－

九
一

ニ

ー

大
間
電
報
電
話
局

電
話
（
○
一
七
五
三
七
）
二
〇
〇
〇



国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
き
ま
る

国

民
健
康
保
険
の
費
用
の
う
ち
保
険
給

付
費
（
村
か
ら
医
療
機
関

に
支
払
う
金

額
）
は
、
国
で
負
担
す

る
額

の
ほ

か
は

保
険
税
で
ま
か
な
う
こ

と
に
な

っ
て
い

ま
す
。
本
村
の
保
険
税
は
国
民
健

康
保

険
に
要
す

る
費
用

か
ら
国
県
支
出
金
な

ど
を
差
し
引

い
た
額
を

被
保
険
者

負
担

と
し
て

い
ま
す
。

こ
の
保
険
税
は
み
な

さ
ん
の
所

得
、
資

産
の
状
況
と
家
族

の
人

員
な
ど
に
よ
っ

て
き
め
ら
れ

ま
す

。

本
年
度
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
税

率

ｆ
税

額

）
の
割
合

が
き
ま
り
ま
し

た
。

①
所
得
割
…
村
民
税
所

得
割
額

の
百

分

の
五

・
四

②
資
産
割
・：
固
定

資
産
税
（

土
地
・
家

屋

）
額

の
百

分
の
六

十
五

③
均
等
割
・：
被
保
険
者
一
人
に
つ
き

Ｉ

〇

、
二
〇
〇
円

④
一
世

帯
に
つ
き
：
二

二

、
六
〇
〇
円

本
年

度
の
保
険
税

は
①
～

④
で
算
出
し
、

第
一
期
（
七
月

）
、
第
二

期
冗

月

）
、
第

三

期
♀

一
旦

、
第
四

期
二

月

）
に
分

け

て
納

め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す

。

な

お
、
本
年

度
か
ら
課
税
限
度
額
が
二

十
七
万
円
（

前
年

度
二

十
六
万
円

）
に

引

き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

国

民

健

康

保

険

の

手

続

は

す

み

や

か

に

世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
資
格
に
異

づ

言

言

寸

土

。
。

国
民
健
康
保
険
の
届
出
が
お
く
れ
る
と

保
険
税
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
な
け
れ

な
ら
な

い
の
で
負
担
を
強
く
感

じ
ま
す

。

税
金
の
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

各税金の納期限について

村

県

民

税

固

定

資

産

税

国
民
健
康
保
険
税

軽

自

動

車

税

区

分

六
月
末
日

五
月
末
日

七
月
末
日

五
月
末
日

第
一

期

九
月
末
日

七
月
末
日

八
月
末
日

第
二

期

十
月
末
日

十
二
月
末
日

十
一
月
末
日

第
三

期

一
月
末
日

二
月
末
日

一
月
末
日

第
四

期

忙
し

さ
か
ら
つ
い
納
税
を
忘
れ
て

い
た

と
い
う
方

は
い
ま
せ
ん
か
。
税
金
の
納

期
内
納
付

に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

納
税
貯
蓄

組
合

に
加
入
し
て

い
る
方
汢

各
納
期

に
あ
わ
せ
て
掛

金
し
て
く
だ

ざ

い
。

▽
土
地
の
取
引
に
は
届
出
が

心
要
で
す

。

定
め
ら
れ
た
広

さ
以
上
の
土
地
取
引

を
す
る
と
き
は
、
契
約
す

る
前

に
村
長

を
通
し
て
知
事
に
届
出
が

心
要
で
す

。

届

出
が
心
要
な
広
さ
は
、

①
市
街
化
区

域
は
二

千
平
方

メ
ー
ト
ル

（

約
二

反
歩
）
以
上

②
都
市
計
画
区

域
以
外
の
区
域
は
一
万

平
方
メ
ー
ト
ル
（
約
一
町
歩
）
以
上

で
す
。

マ

ー
団
の
取
引
も
届
出
が
心
要
で
す
。

一
ま
と
ま
り
の
土
地
を
二
人
以
上
の

土
地
所
有
者
か
ら
買
う
と
か
、
多
数
の

人
に
分
割
し
て
売
る
場
合
の
よ
う
に
、

一
人
当
り
の
取
引
面
積
が
定
め
ら
れ
た

広
さ
以
下
の
取
引
で
あ
っ
て
も
、
ま
と

め
る
と
定
め
ら
れ
た
広
さ
以
上
に
な
る

場
合
は
届
出
が
心
要
で
す
。

マ
届
出
を
必
要
と
し
な
い
取
引
も
あ
り

ま
す
。
農
家
の
人
が
農
地
法
第
三
条
の
許
可

を
受
け
て
農
地
と
し
て
取
引
す
る
場
合

や
、
国
、
地
方
公
共
団
体
が
取
引
の
相

手
方
で
あ
る
な
ど
の
場
合
に
は
届
出
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
取
引
価
格
と
利
用
目
的
を
審
査
し
ま

す
。
届
出
を
受
け
た
知
事
は
、
取
引
予
定

価
格
が
著
し
く
高
す
ぎ
た
り
、
ま
た
利

用
目
的
が
土
地
利
用
の
計
画
に
ふ
さ
わ

し
く
な
い
と
き
は
、
土
地
利
用
審
査
会

の
意
見
を
き
い
て
、
取
引
価
格
の
引
下

げ
や
、
取
引
の
中
止
を
勧
告
す
る
な
ど

し
て
適
正
な
取
引
を
行
わ
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

問

題
が
な

い
場
合
に
は
、
届
出
日

か

ら
六

週
間
以
内
に
勧
告
を
し
な

い
旨

の

文

書
で
通
知
し
、
こ
の
通
知
を
受

け
取

れ
ば
契
約
が
で
き

る
こ

と
に
な
り

ま
す
。

マ
届
出

を
し
な

い
と
罰
せ
ら
れ
ま

す
。

届
出

を
し
な

い
で
土
地
取
引
を
し

た

り
、
偽
り
の
届
出
を
す

る
と
、
六

ヵ
月

以
下

の
徴
役
ま
た
は
三
十
万
円
以
下

の

罰
金

に
処
せ
ら
れ

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

の
で
、
充
分
注
意
し
て
下

さ
い
。

▽
気

軽
に
相
談
を

詳
し
い
こ
と
に

つ
い
て
は

、
企
画
室

へ

ご
相
談
下

さ

い
。
届
出

書
の
用

紙
は

窓
口
に
備
え
て
あ
り

ま
す
。



ご
み
は
区
別
し
て
出
そ
う

佐
井

村
不

燃
物
埋
立
最
終
処
分
場

が

完

成
し
、
す
で
に
稼
動
し
て

い
る
事
は

み

な
さ
ん
ご
存
じ

と
思

い
ま
す

。

ま
た
、
焼
却
炉
も
九
年
目
を
む

か
え

て
い
ま
す
。
炉
内

に
燃
え
な

い
も

の
が

入

り
ま
す
と
炉
を
壊
す
原
因

に
な
り

ま

す
。
こ
れ
ら
施
設
を
永
く
衛
生
的

に
使

う
た
め
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
下

さ
い
。

日

燃
え
る
も
の
と
燃
え
な

い
も
の

は
区

別
し

て
出

し
て
下

さ
い
。

口

各
種
ご
み
は
指
定
さ
れ
た
日
以
外
は

出

さ
な
い
で
下

さ

い
。

白
危

険
物
（
油

類
、
爆
発
物
、
ス

プ
レ

―
類
は
必
ず
穴
を
あ

け
る
）
は
出

さ

な
い
で
下

さ

い
。

四

粗
大
ご
み
で
、
冷
蔵
庫
等

の
モ

ー
タ

ー
類
は
取
り
は
ず
し
て
出
し

て
下

さ

い
。
そ
の
他
詳
し

い
事
は

役
場
へ

連
絡
し

て
下

さ

い
。

土 金 木 水 火 月

磯
谷
、
長
後
、
福
浦
、

牛
滝

古
佐
井
、
原
田

大
佐
井
、
矢
越
、
川
目

磯
谷
、
長
後
、
福
浦
、

牛
滝

古
佐
井
、
原
田

大
佐
井
、
矢
越
、
川
目

も

え

る

も

の

古
佐
井
、
原
田

磯
谷
、
長
後
、
福
浦
、

牛
滝

大
佐
井
、
矢
越
、
川
目

も

え

な

い

も

の

（
空
カ
ン
等
小
さ
な
も
の
）

毎
月
第
三
木
曜
日

矢
越
、
川
目
、
原
田
、

大
佐
井
、
古
佐
井

毎
月
第
二
火
曜
日

磯
谷
、
長
後
、
福
浦
、

牛
滝

も

え

な

い

粗

大

ご

み

（
冷
蔵
庫
、
洗
タ
ク
機
等
）

怪

談

咄

ご
早
木

も
眠

る
丑
三

つ
時
、
雨
の

そ

ぼ
降

る
柳

の
蔭

に
、
足
元

の
お

ぼ
ろ
げ
な
人
の
姿
が
ス
ー
ツ
と
現

れ
て
”
と
い
っ
た
調
子
の
怪
談
は
、

夏

、
特
に
お
盆

が
シ
ー
ズ
ン
。

ぞ

く
っ

と
す

る
気

分
で
涼
し

さ
を
味

わ
お
う

と
い
う

わ
け

で
す

が
、
ど

う

も
現
代

っ
子

に
は
ピ
ン
と
こ
な

い
よ
う

で
す
。

劇
画

ヤ
映

画
で

ど
ぎ
つ

い
シ
ー
ン
に

慣
れ
て

い
る

せ
い
も
あ
り
、
ま
た
最
近
は
、
家

の
構
造
も
変
わ
っ
て
、
夜
中

に
家

の
外

の
暗
い
ト

イ
レ
に
行
く
こ
と

も
な
く
な
っ
た
せ
い
で
し

ょ
う

。

怪
談
は
、
昔
か
ら
説
話
文
学
な

ど
の
形
で
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し

た

が
、
講
談
や
芝

居
で
怪
談
が
盛
ん

に
な

っ
た
の
は
江
戸
時
代
に
な
っ

て
か
ら
。

乾
坤
坊
良

斎
が
自
作
自

演
し

た
「
四

谷
怪
談
」
、
三

遊
亭
円

朝
の
「
牡
丹
灯
籠
」
な
ど
が
特
に

知
ら
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
江
戸

時
代

に
は
町
人
た

ち
の
間

で
、
夏

の
夕
方

、
怪
談
の

上
手
な
人
が
話
し
て
聞
か
せ
、
度

胸
試
し
を
す
る
な

ど
の
楽
し
み
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

最
近
は
ク
土

フ
ー
の
普
及
で
、

涼
味
を
怪
談
に
求
め
る
必
要

が
な

く
な
っ
た
と

い
う

せ
い
で
し
ょ
う

か
、
お
化
け
の
出
る
話
は
あ
ま
り

聞
き
ま
せ
ん
。

で
も
、
今
様
怪
談
で
、
道
路
に

幽
霊

が
出
る
話
を
耳
に
す

る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
調
べ
て
み
る
と
確

か
に
そ
こ
が
交
通
事
故
の
あ
っ
た

と
こ
ろ
だ
っ
た
り
し

ま
す

。
そ
し

て
、
夜
に
な

る
と
、
道
路

の
照
明
や
周

囲
の
明
か
り

の
具
合
な
ど

で
、
奇
怪
な
像

匸コ
ー
ス
ト
）
と

な
っ
て
見
え
る
１

と
い
う
こ
と

も
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が

錯
覚
を
起
こ
し
て
（

ン
ド
ル
操
作

を
誤
り
、
事
故
の
原
因
に
な
る
Ｉ

－

こ
の
よ
う
な
道
路
は
、
怪
談
咄

と
一
笑
に
付
さ
な
い
で
、
点
検
し

た
ぶ
が
よ
さ
そ
う
で
す
ね
。



七
月

二
十

九
日
現
在

○
お
誕
生
お
め
で
と
う

渋
谷
裕
次
郎
（
三
佐
男

）

古
佐
井

細
間

伸
也
（
直

文

）

長

後

小
島

亜
二
邦

彦
）

古
佐
井

佐
賀
晃
一
郎
（

均

）

古
佐
井

竹
内

正
（
英

吉
）

大
佐
井

松
本

一
昭
（
昭

次

）

原

田

鹿
島

新
也
（
義

秋

）

古
佐
井

田
中

貴
史
（
害－

吉

）

福

浦

竹
内

悠
一
郎
（

修

）
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